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(57)【要約】
【課題】シースの伸縮に関わらず超音波振動子部とシー
スとの位置関係を所定の位置関係にして良好な超音波観
察を行える超音波プローブを提供すること。
【解決手段】フレキシブルシャフト回転部２４は、回転
力伝達部２３の内孔先端側に係入配置しており、外表面
に形成した雄ネジ状部２４ａと、回転力伝達部２３の内
周面に形成した雄ネジ状部２４ａに噛合する雌ネジ状部
２３ａとで位置調整機構付き連結部となるネジ状構造部
を構成している。ネジ状構造部のねじ切り方向は、駆動
ユニット３ａから伝達される回転方向と逆方向に形成し
てある。したがって、回転力伝達部２３が回転すること
によって、雌ネジ状部２３ａに噛合するフレキシブルシ
ャフト回転部２４が先端側に移動する。ネジ状構造部の
ねじ切り角度は、回転力伝達部２３の回転力によってフ
レキシブルシャフト回転部２４を先端側に移動させよう
とする力量を考慮して形成してある。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  細長で可撓性を有するシース内を挿通す
るフレキシブルシャフトの先端部に振動子部を有し、前
記シース基端部に前記フレキシブルシャフトを回転させ
る駆動源を兼ねる駆動ユニットに着脱自在に連結される
コネクタ部を設けた超音波プローブにおいて、
前記コネクタ部を、前記駆動ユニットの回転駆動力を超
音波プローブ側に伝達する回転力伝達部と、この回転力
伝達部に係入して前記フレキシブルシャフトに回転力を
伝達するフレキシブルシャフト回転部とで構成し、
前記回転力伝達部と前記フレキシブルシャフト回転部と
の係入部分に、前記フレキシブルシャフト回転部と前記
回転力伝達部とを進退自在に接続して、前記フレキシブ
ルシャフトの先端部に配置された振動子部を前記シース
の内面先端に所定の押し込み力で当接させて回転力伝達
状態にする位置調整機構を設けたことを特徴とする超音
波プローブ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、体腔内を観察する
超音波プローブに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、超音波振動子から生体組織内
に超音波パルスを繰り返し送信し、生体組織から反射さ
れる超音波パルスのエコーを同一あるいは別体に設けた
超音波振動子で受信して、二次元的な可視像の超音波断
層画像として表示することにより、病気の診断等に用い
ることができるようにした超音波診断装置が種々提案さ
れている。
【０００３】このような超音波診断装置としては、体外
式超音波プローブによるものが一般的である。しかし、
近年、内視鏡の処置具チャンネル等に挿通して内視鏡を
介して体腔内へ導入し、内視鏡観察下において癌化した
粘膜組織、ポリープ等の病変部を含む被検部位の超音波
断層画像を得るようにした細径の超音波プローブも使用
されている。
【０００４】この超音波プローブの構造としては、特開
昭６２－２７０１４０号公報等に示されている。超音波
プローブは、例えば内視鏡の鉗子口から挿通して患者の
体腔内を観察したり、血管内に挿通させて観察するた
め、十分な可撓性を有するとともに、湾曲した状態でも
正常な超音波診断可能なように、駆動用モータからの回
転力を伝達するためフレキシブルシャフトを使用し、こ
のフレキシブルシャフトの先端部にこのフレキシブルシ
ャフトの回転に伴って回転して超音波信号を送受波する
超音波振動子を固設し、それらを支持し、かつ保護する
ための可撓性部材で形成した管状で細長なシースで挿入
部を構成していた。
【０００５】前記フレキシブルシャフトは、診断時の超
音波プローブの挿入部の湾曲状況に関わらず振動子が円

2
滑に回転可能なように、単層あるいは複数層の密着コイ
ル状弾性材で形成されている。一方、前記シースは、診
断のための挿入の際、湾曲した部位を通過するとき、折
れ曲がったりすることや、また超音波信号の透過性を考
慮して、薄肉で比較的軟らかい材質である、例えばテフ
ロン（登録商標）やポリエチレン等の樹脂材料で形成さ
れていた。
【０００６】しかし、この構成の超音波プローブにおい
ては、以下のような不具合がある。例えば、内視鏡の処
置具チャンネルに挿通させて使用する際、超音波プロー
ブの挿入部先端部が鉗子台に挟まれた状態或いはきつい
曲がり角度の部位に配置された状態のときに引っ張られ
ると、挿入部を構成するシースに対して過大な引張力が
加わる。一方、処置具チャンネルの径寸法が小さく、挿
入部との隙間が僅かしかない場合には、挿入する際の摩
擦力によって、シースに対して過大な圧縮力が加わる。
これら引張力や圧縮力がシースにかかると、シースが薄
肉で軟らかな樹脂材料で形成されているため、引張力に
対しては全長が伸び、圧縮力に対しては全長が縮むよう
な変形が生じる。
【０００７】また、シースを構成している樹脂材料は、
一般に温度変化に対する変形量が大きいので、使用環境
温度によって、全長寸法が膨張したり、或いは収縮した
り大きく変化する。これに対して、フレキシブルシャフ
トは密着コイル状弾性材で形成されているため剛性が高
い。したがって、このフレキシブルシャフトは、引張力
や圧縮力に対して、一時的に伸縮したとしてもその量は
僅かであり、かつ弾性変形の範囲であるため全長の変化
はほとんどない。また、温度に対する変形量は樹脂材料
に比較して極僅かである。
【０００８】これらのことを考慮すると、シースとフレ
キシブルシャフトの相対長が大きく変化してしまうおそ
れがある。つまり、シースに縮みが発生すると、振動子
部にシース内面先端が接触してフレキシブルシャフトに
圧縮力をかけるため、最悪の場合にはフレキシブルシャ
フトの円滑な回転が妨げられて、診断に必要な超音波診
断画像が得られなくなるおそれがある。
【０００９】この不具合を防止するため、予めシースの
縮みを考慮してシース内面先端と振動子部とのクリアラ
ンスを大きめにとるようにするのが一般的である。しか
し、クリアランスを設けることによって、シース内面先
端と振動子との距離が離れていることから、振動子と観
察部位との位置関係を把握するのに時間を要し、目的の
超音波診断画像を得るまでに検査時間を費やして、患者
への負担が大きくなるという不具合がある。そして、さ
らに、前述した引張力や温度変化によってシースに伸び
が発生した場合には、クリアランスがさらに広がって、
目的の超音波診断画像を得るまでにさらに検査時間を費
やすことになる。
【００１０】この不具合を解消するため、特開平６－３
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１１９８２号公報には、シースよりも軸方向の引っ張り
荷重に対して伸びの少ない材質である少なくとも一本の
線材を、シース表面に露出しないように、シースの肉厚
部の全長若しくは一部に亘ってほぼ軸方向に埋設した構
成の超音波プローブが示されている。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記特
開平６－３１１９８２号公報の超音波プローブでは上述
した不具合を完全に解消するものではなく、伸びの少な
い材質の線材を埋設させたことにより、プローブの柔軟
性が損なわれて使いづらいものになるとともに、屈曲に
対する抵抗力が増大することにより内部を挿通するフレ
キシブルシャフトに対して不要な負荷が加わって円滑な
回転が妨げられる不具合が発生するおそれがあった。
【００１２】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、シースの伸縮に関わらず超音波振動子部とシース
との位置関係を所定の位置関係にして良好な超音波観察
をスムーズに行える超音波プローブを提供することを目
的にしている。
【００１３】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波プローブ
は、細長で可撓性を有するシース内を挿通するフレキシ
ブルシャフトの先端部に振動子部を有し、前記シース基
端部に前記フレキシブルシャフトを回転させる駆動源を
兼ねる駆動ユニットに着脱自在に連結されるコネクタ部
を設けた超音波プローブであって、前記コネクタ部を、
前記駆動ユニットの回転駆動力を超音波プローブ側に伝
達する回転力伝達部と、この回転力伝達部に係入して前
記フレキシブルシャフトに回転力を伝達するフレキシブ
ルシャフト回転部とで構成し、前記回転力伝達部と前記
フレキシブルシャフト回転部との係入部分に、前記フレ
キシブルシャフト回転部と前記回転力伝達部とを進退自
在に接続して、前記フレキシブルシャフトの先端部に配
置された振動子部を前記シースの内面先端に所定の押し
込み力で当接させて回転力伝達状態にする位置調整機構
を設けている。
【００１４】この構成によれば、前記シースの伸縮に関
わらず、振動子部の先端部が常にシース内面先端に所定
の押し込み力で当接した状態で、フレキシブルシャフト
の回転に伴って振動子部がスムーズに回転する。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図５は本発明の一実施
形態に係り、図１は本発明の超音波プローブを備えた超
音波診断システムを示す図、図２は超音波プローブの構
成を説明する図、図３は振動子部とシース内面先端とを
説明する図、図４は図２に示したコネクタ部の回転力伝
達部とフレキシブルシャフト回転部との係入部分を詳細
に説明する図、図５は振動子部とシース内面先端との位
置関係と作用との関係を説明する図である。図５（ａ）
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は振動子部とシース内面先端との間にクリアランスが形
成された場合の作用を説明する図、図５（ｂ）は振動子
部にシース内面先端から力がかかっている場合の作用を
説明する図である。
【００１６】図１に示すように本実施形態の超音波診断
システム１０は、先端部に後述する超音波振動子を配設
した超音波プローブ１が挿通可能な内視鏡２と、超音波
診断画像を得るための超音波診断装置３とにより構成さ
れている。なお、本図においては、前記超音波プローブ
１を経内視鏡的に体腔内へ導入する際の構成例であり、
この超音波プローブ１を内視鏡２を介することなく、直
接体腔内に挿入することも適宜実施可能である。
【００１７】前記超音波プローブ１の挿入部１１は、内
視鏡２の鉗子口２ａ及び図示しない処置具チャンネルを
通って内視鏡先端部２ｂより体腔内に導出されるように
なっている。この超音波プローブ１の基端部には駆動力
伝達部を兼ねるコネクタ部２０が設けられており、この
コネクタ部２０を支持アーム４を介してカート５に固定
されている前記超音波診断装置３の駆動ユニット３ａに
接続することによって、機械的、かつ電気的な接続が行
われる。
【００１８】つまり、前記駆動ユニット３ａに前記コネ
クタ部２０を接続することによって、前記超音波プロー
ブ１の後述する超音波振動子を配設した超音波振動子部
（以下振動子部と略記する）をラジアル方向に回転させ
るための駆動力が伝達される。また、前記駆動ユニット
３ａには超音波観測装置６が接続されており、この超音
波観測装置６の図示しない駆動信号発生回路で発生され
た超音波駆動信号が駆動ユニット３ａを介して前記超音
波振動子に印加して超音波を出射させる一方、生体側で
反射した超音波エコーを受信して超音波振動子で変換さ
れた電気信号（エコー信号）を駆動ユニット３ａを介し
て図示しない映像信号処理回路に入力して映像信号を生
成する。そして、この映像信号は、モニタ７に出力され
て画面上に超音波診断画像が表示される。
【００１９】図２及び図３に示すように超音波プローブ
１は、挿入部１１を構成する外周部材であるボリエチレ
ンやフッ素樹脂等の柔軟な樹脂部材で細長なパイプ状に
形成されたシース１２と、このシース１２内の先端部に
配置される振動子部１３と、前記シース１２の基端に設
けられた前記コネクタ部２０とで主に構成されている。
なお、前記シース１２の先端部開口は封止部材等で封止
された状態になっている。
【００２０】前記シース１２内には挿入部先端側に配置
される前記振動子部１３を構成する超音波振動子１４を
保持する振動子保持部１５に先端部を固設したフレキシ
ブルシャフト１６が挿通している。このフレキシブルシ
ャフト１６は１層あるいは複数層で構成された中空の密
着コイルばねで形成されており、中空空間内には前記振
動子１４から延出する信号ケーブル１７が挿通されてい
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る。また、このシース１２内は、超音波信号の伝達性が
良好な媒体である例えば、水、流動パラフィン等の超音
波媒体１８で充満されている。
【００２１】前記コネクタ部２０は、外装部材である例
えば樹脂製で筒状のコネクタ本体２１と、このコネクタ
本体２１内に固定配置され、前記シース１２の基端部が
配置される先端凸部２２ａを有する例えば金属製で中央
貫通孔を有する回転支持部２２と、この回転支持部２２
内に配置される玉軸受３１を介して回転自在に配置さ
れ、前記駆動ユニット３ａの図示しない駆動源に接続さ
れて回転駆動力を伝達する略管状の回転力伝達部２３
と、この回転力伝達部２３の先端部内孔に配置されて前
記フレキシブルシャフト１６に回転力を伝達するフレキ
シブルシャフト回転部２４と、前記回転力伝達部２３の
内孔に配置され、前記駆動ユニット３ａに電気的に接続
される電気コネクタ２５とで主に構成されている。
【００２２】前記フレキシブルシャフト回転部２４は、
前記フレキシブルシャフト１６を一体的に回転させるた
め、このフレキシブルシャフト１６の基端部に一体的に
固定されており、中心部には前記信号ケーブル１７が挿
通する貫通孔が形成されている。
【００２３】そして、前記電気コネクタ２５には前記フ
レキシブルシャフト回転部２４の貫通孔を挿通した前記
信号ケーブル１７が電気的に接続されており、この信号
ケーブル１７は回転力伝達部２３の内孔内で長さに余裕
を持たせるために螺旋状に配置されている。
【００２４】なお、符号３２は前記ベアリング３１より
先端側に配置されて前記回転力伝達部２３と回転支持部
２２との間の水密を保持するのＯリングである。また、
前記玉軸受３１を設ける代わりに滑り軸受を設ける構成
であってもよい。
【００２５】ここで、フレキシブルシャフト回転部２４
と回転力伝達部２３との係入部分の構成について説明す
る。図４に示すように前記フレキシブルシャフト１６の
基端部に固設されているフレキシブルシャフト回転部２
４は、前記回転力伝達部２３の内孔先端側に係入配置し
ている。そして、本図においては前記フレキシブルシャ
フト回転部２４の外表面に１条あるいは複数条の雄ネジ
状部２４ａを形成し、前記回転力伝達部２３の内周面に
は前記雄ネジ状部２４ａと噛合する雌ネジ状部２３ａを
形成して位置調整機構付き連結部となるネジ状構造部を
構成している。
【００２６】前記ネジ状構造部のねじ切り方向は、前記
駆動ユニット３ａから伝達される回転方向と逆方向に形
成してある。したがって、前記駆動ユニット３ａの回転
力を受けた回転力伝達部２３が回転することによって、
雌ネジ状部２３ａに噛合する雄ネジ状部２４ａを有する
フレキシブルシャフト回転部２４が先端側に移動される
ようになっている。なお、図においては雌ネジ状部２３
ａ及び雄ネジ状部２４ａを台形ネジとしているが、台形
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ネジに限らず三角ネジや角ネジ等であってもよい。
【００２７】また、前記ネジ状構造部のねじ切り角度
は、回転力伝達部２３の回転力によってフレキシブルシ
ャフト回転部２４を先端側に移動させようとする力（こ
の力を押し込み力とも記載する）を考慮して形成してあ
る。このため、前記振動子保持部１５の先端部１５ａが
前記シース１２のシース内面先端面１２ａに当接した状
態になって、前記フレキシブルシャフト１６がフレキシ
ブルシャフト回転部２４を基端側に移動させようとする
力（この力を押し戻し力とも記載する）が前記押し込み
力より大きいときには押し込み力に抗して押し戻し力が
前記フレキシブルシャフト回転部２４に作用する。
【００２８】つまり、上述のように構成したことによっ
て、図５（ａ）に示すように前記先端部１５ａが前記シ
ース内面先端面１２ａから離れている状態のとき、前記
回転力伝達部２３が回転すると、前記フレキシブルシャ
フト回転部２４が先端側に移動することによって、振動
子保持部１５が押し込み力Ｆで矢印方向に移動してい
く。そして、前記図３に示すように前記先端部１５ａが
前記シース内面先端面１２ａに押し込み力Ｆで当接する
ことによって、押し込み力と押し戻し力とが釣り合った
状態に位置調整して、前記フレキシブルシャフト回転部
２４が回転力伝達部２３内にその位置を保持された状態
なる。このことによって、回転力が回転力伝達部２３か
らフレキシブルシャフト回転部２４に伝達されてフレキ
シブルシャフト１６が回転して振動子部１３に設けられ
ている超音波振動子１４がラジアル走査を行う。
【００２９】一方、図５（ｂ）に示すように前記先端部
１５ａが前記シース内面先端面１２ａに当接して矢印に
示すように押し戻し力ｆが働いている状態のとき、押し
込み力に抗して前記フレキシブルシャフト１６を介して
フレキシブルシャフト回転部２４を前記回転力伝達部２
３内で基端側に移動させる。そして、前記図３に示した
と同じように押し込み力と押し戻し力とが釣り合った状
態に位置調整されて、前記フレキシブルシャフト回転部
２４の位置が保持され、回転力が回転力伝達部２３から
フレキシブルシャフト回転部２４に伝達されてフレキシ
ブルシャフト１６が回転して振動子部１３に設けられて
いる超音波振動子１４がラジアル走査を行う。
【００３０】上述のように構成した超音波プローブ１の
作用を説明する。観測装置６より発生させた超音波駆動
信号である電気パルスが、駆動ユニット３ａ及び信号ケ
ーブル１７を介して振動子部１３の超音波振動子１４に
伝達される。すると、この超音波振動子１４から体腔に
向けて超音波が出射される。一方、駆動ユニット３ａで
発生された回転駆動力は、回転力伝達部２３、フレキシ
ブルシャフト回転部２４を介してフレキシブルシャフト
１６に伝達され、このフレキシブルシャフト１６が回転
することによって前記振動子部１３も一体的に回転す
る。
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【００３１】したがって、回転している超音波振動子１
４から出射されて体腔内で反射された超音波エコーは、
この超音波振動子１４で受信されて電気信号に変換され
る。そして、この電気信号は、前記信号ケーブル１７、
駆動ユニット３ａを介して観測装置６に伝送され、この
観測装置６内の図示しない映像信号処理回路で映像信号
に生成されてモニタ７の画面上に超音波診断画像として
表示される。
【００３２】例えば、前記超音波プローブ１を前記図１
に示すように内視鏡２の鉗子口２ａから挿通して使用す
るとき、前記鉗子口２ａの径が小さく超音波プローブ１
の挿入部１１との隙間が僅かしかない場合や、内視鏡挿
入部が湾曲した部位に挿入されている場合、摩擦力によ
って前記挿入部１１を構成するシース１２に過大な圧縮
力が加わる。そして、この作業を繰り返し行うことによ
り、薄肉で軟らかい樹脂材料で形成されているシース１
２は、圧縮力による縮みが発生する。また、温度の低い
状態で保存された場合も同様に縮みが発生する。
【００３３】前記振動子部１３を先端部に設けたフレキ
シブルシャフト１６の基端部に固設されているフレキシ
ブルシャフト回転部２４が進退自在なネジ状構造部を介
して回転力伝達部２３に接続されているため、このシー
ス１２の縮みによって発生する押し戻し力が大きいと
き、ネジ状構造部の押し込み力に抗して、前記フレキシ
ブルシャフト回転部２４は回転力伝達部２３内の基端側
に移動される。そして、押し戻し力と押し込み力とが釣
り合う位置で保持状態になって、回転力伝達部２３から
フレキシブルシャフト回転部２４に回転力が伝達され
る。このとき、フレキシブルシャフト１６が滑らかに回
転し、振動子部１３に設けられている超音波振動子１４
がラジアル走査を行って良好な超音波診断画像を得られ
る。
【００３４】一方、超音波プローブ１を内視鏡２の鉗子
口２ａに挿通して使用するとき、万一、超音波プローブ
１の先端部が鉗子台に挟まれた状態で引っ張られたり、
きつい曲がり角度が付与された状態で引っ張られたり、
或いは血管内等のいりくんだ体腔内に挿入された状態で
引っ張られた状態になると、前記シース１２、フレキシ
ブルシャフト１６、信号ケーブル１７に引張力が加わ
る。この場合、簿肉の軟らかい樹脂材料で形成されてい
るシース１２にはこの引張力に応じた伸びが発生する。
また、温度の高い状態で保存された場合も同様に伸びが
発生する。
【００３５】この状態のとき、前記振動子部１３を先端
部に設けたフレキシブルシャフト１６の基端部に固設さ
れているフレキシブルシャフト回転部２４が進退自在な
ネジ状構造部を介して回転力伝達部２３に接続されてい
るため、前記シース内面先端１２ａと先端部１３ａとの
クリアランスをなくすように、前記フレキシブルシャフ
ト回転部２４を前記回転力伝達部２３内の先端側に移動
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させて、先端部１３ａを所定の押し込み力でシース内面
先端１２ａに当接させる。すると、押し込み力と押し戻
し力とが釣り合った保持状態になって、回転力伝達部２
３からフレキシブルシャフト回転部２４に回転力が伝達
されてフレキシブルシャフト１６が滑らかに回転し、振
動子部１３に設けられている超音波振動子１４がラジア
ル走査を行って良好な超音波診断画像を得られる。
【００３６】このように、本実施形態においてはフレキ
シブルシャフトと回転力伝達部とを、ネジ状構造部を形
成して、所定の押し込み力で移動可能なように連結した
ことによって、シースの伸縮に係わらず振動子保持部の
先端部がシース内面先端に当接した所定位置に調整して
振動子部は円滑に回転させることができる。このことと
によって、画像の乱れが防止されるとともに、振動子部
がシース先端の所定位置に配置されるので、プローブ先
端からの超音波観察面に変化が生じないので、目的の診
断部位の超音波像を容易に得られる。したがって、検査
時間を短縮して患者への負担が軽減される。
【００３７】なお、本実施形態においてはフレキシブル
シャフト回転部２４を回転力伝達部２３の内孔に係入
し、その係入部分にネジ状構造部を設けているが、フレ
キシブルシャフト回転部２４の内孔に回転力伝達部２３
を係入させ、この係入部分にネジ状構造部を設ける構成
であってもよい。
【００３８】また、ネジ状構造部を設けることによって
フレキシブルシャフト回転部２４と回転力伝達部２３と
を進退自在で、かつ所定の押し込み力で先端部１３ａを
シース内面先端１２ａに当接させるようにする代わり
に、図６に示すようにフレキシブルシャフト１６の基端
側に接続されたフレキシブルシャフト回転部２４の外周
面に突起部２４ｂを設ける一方、回転力伝達部２３の外
周面に前記駆動ユニット３ａから伝達される回転方向と
逆方向に捩れた傾斜孔２３ｂを形成し、前記突起部２４
ｂを傾斜孔２３ｂ内に係入配置させる構成であってもよ
い。
【００３９】このことによって、傾斜孔と突起部という
簡単な構成で前記ネジ状構造部と同様の作用及び効果を
得ることかできる。
【００４０】なお、図６においては突起部２４ｂと傾斜
孔２３ｂとを１組としているが、互いに対となる複数の
突起部及び傾斜孔で構成するようにしてもよい。また、
フレキシブルシャフト回転部２４に傾斜孔状構造を形成
し、回転力伝達部に突起部を形成する構成であってもよ
い。
【００４１】なお、本発明は、以上述べた実施形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【００４２】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
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【００４３】（１）細長で可撓性を有するシース内を挿
通するフレキシブルシャフトの先端部に振動子部を有
し、前記シース基端部に前記フレキシブルシャフトを回
転させる駆動源を兼ねる駆動ユニットに着脱自在に連結
されるコネクタ部を設けた超音波プローブにおいて、前
記コネクタ部を、前記駆動ユニットの回転駆動力を超音
波プローブ側に伝達する回転力伝達部と、この回転力伝
達部に係入して前記フレキシブルシャフトに回転力を伝
達するフレキシブルシャフト回転部とで構成し、前記回
転力伝達部と前記フレキシブルシャフト回転部との係入
部分に、前記フレキシブルシャフト回転部と前記回転力
伝達部とを進退自在に接続して、前記フレキシブルシャ
フトの先端部に配置された振動子部を前記シースの内面
先端に所定の押し込み力で当接させて回転力伝達状態に
する位置調整機構を設けた超音波プローブ。
【００４４】（２）前記位置調整機構は、前記回転力伝
達部とフレキシブルシャフト回転部と係合部に形成した
１条又は複数条のネジ構造部であり、前記駆動ユニット
から伝達される回転によって、前記フレキシブルシャフ
ト回転部が前記回転力伝達部に対して所定の力量で先端
側に移動するように前記ネジ構造部のねじ切り方向を設
定した付記１記載の超音波プローブ。
【００４５】（３）前記位置調整機構は、前記回転力伝
達部とフレキシブルシャフト回転部と係合部に設けた凸
部とこの凸部が係入する捻じれ溝とであり、前記駆動ユ
ニットから伝達される回転によって、前記フレキシブル
シャフト回転部が前記回転力伝達部に対して所定の力量
で先端側に移動するように前記係入溝の捻じれ方向を設
定した付記１記載の超音波プローブ。
【００４６】このことによって、回転力伝達部が回転す
ることによってフレキシブルシャフト回転部が移動する
ことによって振動子部が先端側に移動してシース内面先
端に当接する。
【００４７】（４）前記ネジ構造部のねじ切り角度は、
回転力伝達部の回転力によってフレキシブルシャフト回
転部を先端側に移動させようとする力と、前記シース内
の振動子部がこのシースの先端面に当接してフレキシブ
ルシャフトを介してフレキシブルシャフト回転部を基端
側に移動させようとする力とを踏まえて設定した付記２
記載の超音波プローブ。
【００４８】（５）前記係入溝の捻じれ角度を、回転力
伝達部の回転力によってフレキシブルシャフト回転部を
先端側に移動させようとする力と、前記シース内の振動
子部がこのシースの先端面に当接してフレキシブルシャ
フトを介してフレキシブルシャフト回転部を基端側に移*
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*動させようとする力とを踏まえて設定した付記３記載の
超音波プローブ。
【００４９】このことにより、回転力伝達部の回転力に
よってフレキシブルシャフト回転部を先端側に移動させ
ようとする力を押し込み力、フレキシブルシャフトがフ
レキシブルシャフト回転部を基端側に移動させようとす
る力を押し戻し力としたとき、この押し込み力と押し戻
し力との関係が押し込み力が押し戻し力より大きいと
き、前記フレキシブルシャフト回転部は先端側に移動す
る。一方、押し込み力が押し戻し力より小さいとき、前
記フレキシブルシャフト回転部は基端側に移動する。そ
して、押し込み力と押し戻し力とが釣り合った状態のと
き、前記フレキシブルシャフト回転部はその位置に保持
されて回転力を回転力伝達部からフレキシブルシャフト
回転部に伝達する。
【００５０】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、シ
ースの伸縮に関わらず超音波振動子部とシースとの位置
関係を所定の位置関係にして良好な超音波観察をスムー
ズに行える超音波プローブを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図５は本発明の一実施形態に係り、
図１は本発明の超音波プローブを備えた超音波診断シス
テムを示す図
【図２】超音波プローブの構成を説明する図
【図３】振動子部とシース内面先端とを説明する図
【図４】図２に示したコネクタ部の回転力伝達部とフレ
キシブルシャフト回転部との係入部分を詳細に説明する
図
【図５】振動子部とシース内面先端との位置関係と作用
との関係を説明する図
【図６】回転力伝達部とフレキシブルシャフト回転部と
の他の構成を説明する図
【符号の説明】
１…超音波プローブ
１６…フレキシブルシャフト
１７…信号ケーブル
２０…コネクタ部
２１…コネクタ本体
２２…回転支持部
２３…回転力伝達部
２３ａ…雌ネジ状部
２４…フレキシブルシャフト回転部
２４ａ…雄ネジ状部
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